
第 11 回近畿ユースクライミングカップ 

参加者案内 

 
第 11 回近畿ユースクライミングカップにたくさんのエントリーをいただきありがとうございます。 
出場にあたり、選手・帯同の方は、本案内をご覧の上、大会運営にご協力くださいますようお願い致します。 
 

【会場・受付に関する注意】 
１． 受付について 

1-1 予選は全カテゴリー一斉受付となりますので、受付に時間がかかります。 
   時間に余裕を持ってお越しいただき、お早めに受付をお済ませください。 
1-2 受付後、競技説明までの間、選手は自分の競技順が来るまで自由に行動できます。 
   競技順が遅い場合は、会場を離れていただいても構いませんが、競技の進行が早まる場合も 
   ありますので、余裕を持って会場にお戻りください。 
1-3 会場１Ｆビル前はイベントスペースですので、たむろしないようにお願いします。 
1-4 決勝受付の際、各種通信機器の預かりはありません。付き添いの方へお預けください。 
1-5 その他、コロナウイルス感染症対策については、要項記載のルールを守ってください。 
各日タイムスケジュールは別紙を参照してください 
 

２． 会場内の注意について 
2-1 会場内は土足禁止です。受付にて下足用ビニール袋を配布します。 
    ※靴箱に収納しないでください。 
2-2 施設備え付けのスリッパ類（D ボルダリング備品）は使用できません。上履きを持参してください。 
2-3 更衣室は利用可能ですが荷物を置くことは禁止です。3F 会場に持って降りてください。 
2-4 3F のボルダー壁を登ることは禁止です。 
   ※4 階ボルダー壁を利用する場合は正規の施設利用受付を行ってください。 
   ※予選日の競技終了後は、4 階ボルダー壁も利用禁止とします（即時退館すること）。 
2-5 3F 会場内は原則飲食禁止（軽食のみ可能）です。 
2-6 会場内は密になる可能性があります。感染症対策等は各自で行ってください。 
 
会場施設は４F 通常営業のため、一般利用者・ジム関係者に迷惑がかからないよう各自行動してください。 
大会のウォーミングアップであるからといって、壁の使用は優先されません。 
また、営業開始前の他フロアへの立入りは厳禁です。 
 

３． 帯同・付き添いの方、応援の方 
3-1 帯同・付き添いの方に FOH での制限は設けませんが、施設内での行動は選手を優先し、密になら 
   ないよう感染症対策を各自で実施してください。 
   上履き・下足入れの持参、会場内での食事禁止、ボルダー壁の使用禁止等ご協力ください。 
3-2 館内は禁煙です。 
3-3 役員・選手以外は競技エリア内への立ち入りはできません。  
 



 
４． 競技について 

4-1 予選デモビデオ、大会前日（16 日）19 時頃に、特設ウェブサイトよりデモビデオを公開いたします。 
4-2 予選競技順は大会前日（16 日）16 時頃に特設ウェブサイトに掲出いたします。 
4-2 ウォームアップは指定されたエリアで行うことができます。会場マップをご覧ください。 
4-3 競技・進行・ローカルルール等については、会場アナウンスでお知らせを行います。 
4-4 決勝受付後は、すみやかにアイソレーションゾーンに移動してください。 
4-5 電子機器・通信機器は基本的に主催者で預かることはしませんが、帯同者や預けられる方がいない場

合のみ受付にて相談してください（※AppleWatch,スマートウォッチ、Bluetooth 搭載イヤホン、通信電

波を発する機器を含む）。 
4-6 競技ルール、注意をよく読んで参加してください。 

 
予選デモビデオ・競技順は以下の QR コードより 

 

https://kyc.kyoto-gakuren.jp 



競技上の注意と選手に知っておいて欲しいルールなど 
 
 

≪ 予 選 競 技 に つ い て ≫ 
① 予選は、全選手が 2 ルートをフラッシングで登る形式です。予選では、アイソレーションは行わず、他の選

手の競技を自由に見ることができます。 
② 受付後も選手は、自分の競技順が来るまで自由に行動できます。競技順が遅い場合は、会場を離れていただ

いても構いませんが、競技の進行が早まる場合もありますので、余裕を持って会場にお戻りください。 
③ ウォームアップは、指定された場所で行うことができます。（競技に使用する壁の裏側の壁のみ） 

※3F ボルダー用の壁を登ることは全て使用禁止します。 
※営業時間外に建物会場外エリアへの立入りは厳禁です。 

④ 競技に先立って、予選ルートのデモビデオを専用ウェブサイトにて公開します。 
⑤ 競技の進行が早まることもあります。場内アナウンスでお知らせしますが、各選手でも競技の進行状況を確

認するようにしてください。 
⑥ 競技の順番が来た時点で、待機場所に来ていない、または競技の準備が出きていない場合は、棄権と見なし

ます。この場合、成績は競技を行った選手中の最下位の選手の下位となります。 
  （例えば、20 名の選手が登った場合は 21 位） 
⑦ なお、最初のルートを棄権しても次のルートには参加できます。逆に最初のルートに参加し次のルートを棄

権することもできます。いずれの場合も、棄権したルートの成績は全選手中の最下位となりますが、総合成

績が出ます。 
 
≪ 決 勝 競 技 に つ い て ≫ 
① 決勝は、ユース D→女子→男子、各年齢別グループ単位で年齢の若いグループから行います。 
② アイソレーションルームへは、最低限以下のものを持参してください。 

ハーネス、クライミングシューズ、チョーク（バック）、飲料・食料（軽食）、各自必要な物 
※その他の各自の荷物については。アイソレーションに入る前に競技会場内で保管してください。 
 ロッカールームへ置いてくることは禁止します。 

③ 携帯電話などの外部との通信可能な機器（※AppleWatch,スマートウォッチ、Bluetooth 搭載イヤホン、通

信電波を発する機器を含む）の持込みは禁止です。受付前に保護者、引率者の方、競技に出場しない知り合

いの方へ預けておいてください。（基本的に、主催者側では預かりません） 
これらの機器を持ち込んで使用した場合、失格になる場合があるので注意してください。（通信機器を使用し

外部からルート、成績などの情報を得た場合） 
④ 受付時間は、厳守すること。また、受付後出場選手は速やかにアイソレーションへ入ってください。 

選手は、アイソレーションのクローズの後は、各自の競技終了まで主催者の管理の元におかれ、ルートの事

前下見（オブザベーション）と自分の競技時以外はアイソレーションから出ることは出きません。従って待

機中に必要な食料、飲料などは必ず持参して入ってください。 
⑤ アイソレーションには、出場選手以外の帯同者の入場は認めません。該当選手本人のみ。 
⑥ オブザベーションは、競技開始前に選手全員で行うルートの下見です。時間は 6 分間で、残り時間 1 分の時

点でタイム担当からその旨が告げられます。 
⑦ オブザベーションの際は、スタッフの指示に従って行動してください。その時、競技順 1～3 番の選手はハー

ネスを着用し、荷物を最終待機所へ置いて競技エリアへ移動してください。 



⑧ オブザベーションは、定められた範囲の中で行ってください。台・椅子等に上がる、肩車などはしてはいけ

ません。また、双眼鏡などの使用、手書きの記録は認められますが、ビデオカメラなどの記録機器の使用は

禁止です。 
⑨ オブザベーション中に観客など（付き添い者、知人、保護者など）と会話することは認められていません。

ルートの内容などに関する会話を観客と行った場合、即時に失格となります。 
質問がある場合は、ジャッジへしてください。 

⑩ オブザベーション終了後は、競技順 1～3 番の選手は最終待機所（コールゾーン）に、それ以外の選手はアイ

ソレーションルームへ、スタッフの指示に従って移動してください。 
 

≪ 共 通 ルール な ど ≫ 
① 競技時間は、予選・決勝とも６分間です。 

競技時間の計測は、選手が登り始めた時から開始します。 
② 選手は、残り時間を随時確認することができます。残り時間が 1 分の時点でのコールはありません。 
③ ハーネスは、メーカーが指定した方法で正しく装着してください。 
④ ロープをハーネスに結ぶ時は、必ず 8 の字結びで行い、止め結びを施してください。 
⑤ 予選、決勝共にルートにテープ囲いのマーキングをする場合があります。（近畿ユース ローカルルール） 
⑥ ルートが規則に従って登られ、定められた競技時間内に、ルートの最終クイックドローにロープがクリップ

されたとき、完登と見なされます。 
⑦ 選手は、ルートのアテンプト中（を登っている時）、クイックドローに順番（下から）にクリップしないとい

けません。 
⑧ 選手は、アテンプト中は常時レジティメイト・ポジションでなければなりません。それは、以下の場合を言

います。 
・同じカテゴリー／年齢別グループの他の選手がクリップ可能であることを示している場合。 
・また、未クリップのクイックドローにクリップ可能であるとチーフ・ルートセッターが判断した場合。 
・クイックドローについて特定のホールドまたはその手前のホールドからクリップしなければならない場が

あります。その場合は、その旨を全選手に周知し当該ホールドとクイックドローに青色十字のマークを行

い、オブザベーション時に周知します。 
このレジティメイト・ポジションをはずれた場合は、その時点で競技中止となりますので注意してください。 

⑨ クリップについてのレジティメイト・ポジションをはずれた状態でのいかなる動作も上位の成績として評価

はしないので、注意してください。 
⑩ Z クリップは、速やかにやり直してください。その際、上下いずれかのカラビナからロープを外しても構い

ませんが、最終的にクリップしていないカラビナがあるままに登り続けることできません。 
※クライムダウンをしてクリップをやり直すことができます。 

⑪ 壁の左右、上端の縁を使用してはいけません。この場合もその時点で競技中止となり、その時点までの最高

到達位置が記録となります。 
  ※黒色テープでマーキングされた箇所は（デマケーション）、使用してはいけません。オブザベーション時

に注意します。 
⑫ 競技中にホールドが回転する、あるいはビレイヤーのロープ操作の不手際といった、選手自身に起因しない

ことがらで、競技に支障をきたすことがあった場合、テクニカル・インシデントを申し出ることができます。

この申し出に対し、ジャッジがテクニカル・インシデントと認めた場合、再度登ることができます。当該の

選手は、そのルートの再アテンプトを概ねテクニカル・インシデント発生までに使用した各ハンドホールド

あたり 1 分間、最長 20 分間の認められた回復時間の後に、行うことが認められます。 



  ※テクニカル・インシデントは、選手に対し不利な事象、有利な事象について適用されます。これらは選手

からの申告、ジャッジからの指摘によるものです。 
⑬ クライミング・ウォールのホールドを取り付けるための穴を手で使用することは禁止です。 
  ※ウォールに取り付けられているはりぼてのホールド取り付けの穴も同様です。 
⑭ 成績については、フォール（墜落）、もしくは競技中止（停止）時点で、手で保持していたホールドの高度

（位置）によります。ルートがトラバース（横移動など）している場合など、見かけ上は高度が低い位置の

ホールドが、高い数字を与えられる場合がありますので注意してください。 
⑮ あるホールドを保持しその後、次のホールドを取るのに有効なムーブ（動き）おこなったと見なされる場合、

その保持しているホールドの高度の＋（プラス）になります。 
⑯ 完登後は、ビレイヤーの指示に従いロワーダウンしてください。 
⑰ 国内競技規則・最新版に準じて競技、審査を行いますので、選手及び保護者、引率者の方はルールの内容を

理解していただきますようにお願いします。 
  ※競技施設などの条件により、近畿ユースクライミングカップのローカルルールを適用しています。 
  ※ルール及び解説については、JMSCA（日本山岳･スポーツクライミング協会）のホームページで公開され

ています。 
 
≪成 績≫ 
予選では、2 ルートを登るので、その各ルートの成績を総合し順位を決めます。 

①各ルートの順位ポイント算出 
  A）そのルートで順位が単独の場合、その順位の値 
  B）2 名以上の同着がある場合、同着選手の平均順位の値 
   例 2 位に 4 名の同着があった場合、同着の各選手に 
     （2＋3＋４＋5）÷４＝1４÷４＝3．50 が順位ポイントとして 4 名に与えられる。 
         ↓ 
     2 位 3 位 4 位 5 位の順位合計を 4 名で割り順位の平均値を算出する 
  ②予選順位は、各選手に与えられるトータルポイントの昇順とします。 

A) トータルポイントの値が小さい方が上位 
B) TP=√R1×R2 

 
TP=トータルポイント R1＝最初のルートの順位ポイント R2=2 番目のルートの順位ポイント 

 
決勝で同着が出た場合は、予選の成績を考慮して順位を決定します（カウントバック）。それでもなお同着があ

った場合は、時間記録が速いものを上位とします（決勝１～３位のみ）。総合優勝者の決定に際しても同様です。 



8:30
女子・ユースD選手受付

8:30～9:00

9:00 9:00 アイソクローズ

9:30 9:15
ユースD＆女子
オブザベーション

9:30

10:15

10:30

Aルート
男子B

Bルート
男子CAJ

Cルート
ユースD女子AJ

Dルート
女子CB

12名 18名 24名 23名 12:00 競技終了（予定）

12:30 成績発表（随時）
男子選手受付
12:30～13:00

13:00 アイソクローズ

13:15
男子CBAJ

オブザベーション

13:30 13:30

Aルート
男子CAJ

Bルート
男子B

Cルート
女子CB

Dルート
ユースD女子AJ

18名 12名 23名 24名 15:30 競技終了（予定）

15:30 成績発表（随時）

15:40 16:00

16:00

ユースD
女子C・B・AJ
競技開始

※本タイムスケジュールは、競技進行具合により変更になる場合があります。
※競技グループ・競技順については、6月16日（金）午後4時にウェブサイトに掲載します。
※タイムスケジュールが変更になる場合は、会場アナウンスにて連絡しますので十分に注意してください。
※17日予選終了後は、決勝ルートの整備を行います。出場選手はすみやかに退出してください。
※決勝競技終了後に会場施設を利用する場合は、Dボルダリング受付にて正規の受付を行ってください。

男女競技開始（2ルート目）

時間は進行により前後する場合があります。

第２ルート競技終了（予定）

表彰式（予定）

第11回近畿ユースクライミングカップ
タイムスケジュール

受付終了

6月17日（土）予選 6月18日（日）決勝

選手受付開始（男女一斉）

成績発表はカテゴリごと随時

第１ルート競技終了

男子C・B・AJ
競技開始

選手集合・競技説明

男女競技開始（1ルート目）

完全退出

成績発表（予定）

決勝競技ルート準備（各選手は速やかに帰宅すること）
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更衣室

近畿ユースクライミングカップ　会場マップ
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４階ボルダーエリア
競技終了後使用禁止
（即時退館すること）

4Fで選手受付
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選手通路選手通路

使用禁止ウォール

使用禁止ウォール

次選手待機

次選手待機

17日 予選フラッシング競技

3階ボルダーエリアは使用禁止です。
4階ボルダーエリアを利用する場合は、ディーボルダリングの利用手続きが必要です。

第 11 回
D.bouldering NAMBA
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２Ｆ

更衣室

近畿ユースクライミングカップ　会場マップ

お手洗

アップ
エリア

（アイソ）

コールゾーン
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長
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４階ボルダーエリア

3F 使用禁止ウォール

使用禁止ウォール

18日 決勝オンサイト・リード競技

3階ボルダーエリアは使用禁止です。
4階ボルダーエリアを利用する場合は、ディーボルダリングの利用手続きが必要です。

第 11 回
D.bouldering NAMBA

4F

選
手
通
路

選
手
通
路

選手通路選手通路

選
手
受
付

ボ
ル
ダ
ー
ウ
ォ
ー
ル

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ


